
●開催日 平成21年12月14日（月）

●会場 名古屋マリオットアソシアホテル １６階 アイリス

〒450-6002 愛知県名古屋市中村区名駅1-1-4

≪プログラム≫

●名古屋市長挨拶

●指定都市市長会の活動報告

●講演 『地域主権でつくる新しい国のかたち』

【講師】 江口克彦氏 （道州制ビジョン懇談会座長・ＰＨＰ総合研究所代表取締役社長）

名古屋会場



名古屋市長挨拶

名古屋市長 河村 たかし （かわむら たかし）
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名古屋会場
＜名古屋市長挨拶＞

皆さん、ようこそおいでいただきました。

今日は江口克彦先生がおいでになります。江口先生は名古屋のご出身で、私も

かねがね厳しいご指導をいただいております。松下幸之助さんの、第一に住民ありき

の思想で政治をすべきだという精神を継いでおられるのがここに見える江口先生で

ございますので、ぜひよくお話を聞いていただければと思います。

やはり日本の社会の屋台骨というのは市町村が担っており、介護保険なり何なり、

市町村がやっているわけです。そこにもっとちゃんと光を当てて、本当に住民のところ

から盛り上がってくる地域主権をつくらなければいけない、政令指定都市も法律より

一段下の政令で位置づけられており、そういうことも含めて大いに変えていかなければ

いけません。

本日は、よく名古屋においでいただきました。ありがとうございます。
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講演

『地域主権でつくる新しい国のかたち』

道州制ビジョン懇談会座長・ＰＨＰ総合研究所代表取締役社長

江口 克彦氏 （えぐち かつひこ）

の官僚の方は、中央集権型道州制と

いう概念で話をする。今まで47都道府

県に対して指示を出さなければいけ

なかったのが、道州になって13ぐらい

の広域ブロックになったら13回で済む、

それは便利だというような、その程度の

考え方で中央集権型道州制に賛成だ

と言われたら、たまったものではない。

連邦制型道州制というものもある。

しかし、そうなってくると憲法を改正し

なければならず、道州制を実現するの

に時間的に相当長くかかる。現行憲法

の下で実現できる地域主権型道州制

という考え方を私は訴えている。

◆ 「地域主権」という言葉

今の日本の国のかたちは、中央集権

体制で、国が上で地方が下だというこ

とになっている。明治のころは、国力、

民力が低かったので、貧しい日本を列

強に伍するために、大きな事業ができ

る中央集権体制を取ったというのは仕

方がなかった。しかし、列強に伍した

後もそれを維持し、昭和13年に国家総

動員法で軍国主義的中央集権体制

を強化した。

マスコミも、企業の本社機能も、住民

も、首都圏にどんどん移っている。地

方は衰退するばかりで、疲弊ぶりは顕

著である。過剰な人口、都市の荒廃、

社会資本の維持、水の需要などを

考えると、逆に東京圏も危ない。

地方で集めたお金を吸い上げて、そ

れを国の金として、また地方に補助金

や交付金として回していくことで、国と

地方に上下関係ができてくる。

中央集権体制と官僚制は紙の裏表

だということも考えておかなければなら

ない。官僚は現場を知らず、省益優先、

責任回避、全国一律主義、画一主義

というようなことが、官僚制の弊害

として起こってくる。

公営住宅は、建築の仕様が一律に

なっている。そのため、東北では結露

「地域主権」という言葉は、私が1997

年に初めて使った言葉だが、今や

民主党はじめ政界の中では普通に

使われる言葉になっている。

「地方分権」という言葉は改めなけれ

ばいけない。「地方」と言うから「中央」

という反対概念が出てくる。名古屋は

地方ではない。名古屋の人にとっては

中心である。名古屋、静岡、あるいは

鳥取でも、自分が住んでいるところが

中心であるいう意識を地域の人たちが

持つということが、とても大事なことで

ある。

従って、「地域主権型」という言葉を、

私は道州制の前に付けている。霞ヶ関

名古屋会場
＜講 演＞

◆ 中央集権の問題点
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名古屋会場
＜講 演＞

まして20年後にはリニアモーターカー

が名古屋に走るという時代になってくる

と、47のエリアというのは狭すぎる。

道州制の目的は、とにかく日本全国

どこでも元気にするということである。

全国47都道府県を13ぐらいの広域ブ

ロックに分けて、それぞれの道州が諸

外国と直接貿易をする、あるいは協定

を結ぶというようなことをしていけばよい。

地域主権型道州制になると、企業の

国内移動が激しくなる。法人税を下げ

れば本社を移すというところがでてき

て、一極集中から分散型の企業の

所在地になってくる。

観光なども、アラウンドジャパンという

発想を持たないといけない。名古屋へ

行ったらお城、鯱だけしかないというの

ではなくて、東海州で観光のルート

を作れば、世界に誇る観光ルートが

できる。

国の役割は皇室や外交、治安・安全

保障、通貨、通商、資源エネルギー、

大規模災害、最低限の生活保障、国

家的プロジェクトなどの16項目とし、道

州はより広域なことをやる。そして基礎

自治体は住民に密着した行政を行う。

今まで都道府県がやっていたものを

基礎自治体がやり、市町村がやって

いたことをNPOがやる。政治と住民

の距離が近付くことになる。

道州の区割りは、経済的自立が可能

な規模、人・物の移動、歴史・文化、

地理的一体性、地域の人々の意向な

どを考慮し、白地図から考える。

道州間で快適さ競争、個性化競争

を行うとともに、政治を担う州都のほか

に商都、観光首都、シニア首都などを

つくり、繁栄拠点を多極化、多様化

する。

「家はその土地の大工に建てさせ

よ！」ということに尽きる。霞ヶ関の官

僚に考えさせるのではなく、全国で13ぐ

らいの広域行政にそれぞれ主体性を

持たせ、地域の人たちが満足するよう

な政治行政ができる地域主権型道州

制にして、グローバル化する世界に対

抗していく。これから世界にまた陽を

昇らせるような新しい日本の国のかた

ちにして、子供たちに渡していきたいと

思っている。

にならないような工事をまたしなければ

ならず、二重手間になる。小学校、中

学校でも同じことがあり、沖縄、鹿児島

でも南向きに教室を作らなければいけ

ない。

そういう無駄なことばかりしているから、

どんどん日本の借金は増えていく。

国の借金だけで800兆円。日本がダン

トツに借金をしている。

地方も国に依存し、指示待ちとなり、

やる気を喪失する。国民も、意欲を喪

失し、依存心や責任転嫁がおきてくる。

何でもかんでも市町村や国に持って

いく、要求していくことになる。

中央集権体制というのは、国民から

自主独立の気概を奪い、やる気を

奪ってしまう体制である。中央集権と

いう国のかたちでは、いくら地方おこし

をやってもカンフル剤にしかならない。

根本的な国のかたちというものを変え

なければいけない。それが地域主権

型道州制であり、地域に密着し、地域

が主体となり、地域住民が満足し、

また無駄のない行政が行われる国の

かたちである。

今は自動車の時代、新幹線の時代、

あるいはまた飛行機の時代である。

◆地域主権型道州制の
目的と効果



来場者 ３５０名 アンケート回収 ２３３名：回収率 ６６．６％

名古屋会場
＜名古屋会場 アンケート集計＞

指定都市 地方分権講演会in名古屋
みんなで考えよう地方分権 「地域主権でつくる新しい国のかたち」

アンケート集計【名古屋会場】

①広報なごや

②チラシ

③ポスター

④新聞

⑤ホームページ

⑥その他

●記載なし

（１）講演会の情報入手について

28

105

7

11

9

70

3

（12.0％）

（45.1％）

（3.0％）

（4.7％）

（3.9％）

（30.0％）

（1.3％）

（２）指定都市市長会の活動報告について

①わかりやすかった

②ふつう

③わかりにくかった

●記載なし

121

103

7

2

（51.9％）

（44.2％）

（3.0％）

（0.9％）

≪（２）－１ わかりやすかったか≫

①長かった

②ちょうどよかった

③短かった

●記載なし

24

172

35

2

（10.3％）

（73.8％）

（15.0％）

（0.9％）

①とても参考になった

②参考になった

③変わらない

●記載なし

62

136

31

4

（26.6％）

（58.4％）

（13.3％）

（1.7％）

≪（２）－２ 参考になったか≫

（３）講演会の時間について

≪ちょうどよい講演時間について≫

講演時間 回答者（人）

1時間 4

1.5時間 3

2時間 4

2～3時間、3時間 7

4時間 1
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①わかりやすかった

②ふつう

③わかりにくかった

●記載なし

（４）講義の内容について

178

46

4

5

（76.4％）

（19.7％）

（1.7％）

（2.1％）

≪（４）－１ わかりやすかったか≫

①とても参考になった

②参考になった

③変わらない

●記載なし

107

114

7

5

（45.9％）

（48.9％）

（3.0％）

（2.1％）

≪（４）－ ２ 参考になったか≫

○自主独立の気概と、目標を持って実現に向けて努力することが重要だと学ばせていただきました。

○「地方分権でなく地域主権」ということの意味が理解できました。

○地域の活性化には分権が大事だということをわかりやすく説明いただけました。

○中央集権・画一的官僚制の弊害、デメリットがよくわかりました。

●地域主権型道州制をどのように導入するかについての話をもっと聞きたいと思いました。

≪（４）－ ３ わかりやすかった点（○）、もっと説明をしてほしい内容等（●）について（一部抜粋）≫

①できた

②少しできた

③特に変わらない

●記載なし

152

68

10

3

（65.2％）

（29.2％）

（4.3％）

（1.3％）

≪（４）－ ４ 地方分権改革の必要性について理解を深めることができたか≫

（５）講演会の運営について

○手話を用いたのはよかった。

○賛成、反対、両者の意見を公平に考えられる講演会を。分権により地域間格差（市町村）が拡大しないか、指定都市はその

地域の先進都市になり得るか？

○途中で休憩をいれたほうがよいかと思います。

○質疑応答を設けたことはよかった。

○会場費が高そうです。区役所ホールや市民会館でもよいのでは。

≪運営について気づいたこと、感想、意見、改善点等について（一部抜粋）≫

（６）地方分権に関する意見について

○地方が国に従うのは当たり前だと思っていましたが、そうでないことがわかりました。

○東京は高層ビルがたくさんあり、すごく刺激がある。国民の税金でいろいろ便利になっていると思います。東京の機能を分散し、

地方に移したい。

○地方分権は、二重行政の弊害を解消し、人手の経由が少なくなるので、コスト削減の手法として有効。国民のチェック機能が

働くためにも、分権が必要です。

○地域主権のメリット、中央集権のデメリット、あるいは現状の説明など、市民レベルで認識できるよう、このような講演会、勉強会

の場を多く持つべきと思います。

○地方分権や地域主権を推し進めていくためには、大都市が主体となって国に推進を要求していく必要があると感じています。

国の抵抗は強いかと思いますが、皆様の努力を期待しています。

≪地方分権や大都市制度に関する意見について（一部抜粋）≫

名古屋会場
＜名古屋会場 アンケート集計＞
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